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お問い合わせ
お申し込み

第34回アジア女性会議－北九州

危機の時代を生きる

環境へのアプローチ

15：50～16：30

ウクライナ～平和へのアプローチ

12024. 20（土）
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ
ホール及び大セミナールーム

13：30~16：30

13：30～15：15　

「気候変動、さらに幸福を通じて考える」
松下 和夫 氏 （京都大学名誉教授）

および
定員：オンライン500名、会場参加100名

5階 大セミナールーム

2階 ホール
「日本とインドネシア両国の環境に関する
　　 市民活動における女性への課題と分析」
森 友里歌 氏
（北九州市立大学大学院環境工学専攻建築デザインコース
  博士後期課程、NPO北九州ビオトープネットワーク研究会）

Ms. Hanie Ismail 氏
（インドネシア/スラバヤ市　NPO法人Nol Sampah共同設立者）

ノル　  サ ン パ

ハニィ　　 イスメイル

会場参加オンライン（Zoom）

定員：500名
※オンライン配信は行いません

※応募多数の場合は抽選

「ウクライナへの祈り」コンサート
カテリーナさんによる歌とバンドゥーラ演奏と平和への語り

●講演

●ユーストーク・セッション

●松下氏とユースによるラップアップ・セッション

●質疑応答

1部

2部

（開場13：00）

会場参加のみ

1部と2部は、別々にお申し込みできます
プログラム

&オンライン
（Zoom）

会場参加



公益財団法人

紛争、気候変動（地球沸騰化）、食料・エネルギー危機など、今は危機の時代です。
特に平和と環境（気候変動）について、女性が抱える困難や課題をジェンダー平等、
女性のエンパワーメントの視点から考え、さらに今の時代の「幸福」を検討していきます。

お問い合わせ
お申し込み

〒803-0814 北九州市小倉北区大手町11-4 北九州市大手町ビル3階
TEL 093-583-3434  FAX 093-583-5195
Email: exchange@kfaw.or.jp  URL: https://www.kfaw.or.jp

危機の時代を生きる

●お電話から （TEL:093-583-3434）
●FAXから （093-583-5195） 以下の内容をご記入ください

●申し込みフォームから （https://x.gd/ER7DS）

●申込締切 1月15日㈪

●手話通訳（会場のみ） ・要約筆記（会場・オンライン）あり
●託児あり（6ヶ月～就学前）／1人500円
必要な方は1月5日㈮までにお申し込みください。
（事前申し込みが必要です）。

●お申し込みはこちらから

お申し込みは、以下いずれかの方法で
お願いいたします。申込方法 参加方法について

地球環境戦略研究機関（IGES）シニアフェロー、日本GNH学
会会長。1972年に環境庁入庁後、大気規制課長、環境保全
対策課長等を歴任。OECD環境局では上級環境計画官として
国連地球サミット（UNCED）事務局に勤務。2001年から2013
年まで京都大学大学院地球学堂教授（地球環境政策論）。環
境行政、特に地球環境政策・国際協力に長くかかわり、持続可
能な発展論、環境ガバナンス論、気候変動などを研究。

京都大学名誉教授松下 和夫 氏

北九州市立大学大学院国際環境工学研究科環境工学専攻
建築デザインコース博士後期課程Dewancker Bart研究室在
籍。2016年よりNPO北九州ビオトープネットワーク研究会にて
環境保全活動に取り組み、北九州市における放置竹林問題に
対する活動として竹林保全活動やホップ栽培による地ビール作
りを通した環境教育活動を行っている。

北九州市立大学大学院環境工学専攻建築デザインコース博士後期課程
NPO北九州ビオトープネットワーク研究会

森　友里歌 氏パネリスト

ウクライナ・ブリピチャ生まれ。6歳の時、音楽団
「チェルボナカリーナ」に入団後、海外公演に多
数参加。19歳の時に活動拠点を東京に移し、
現在は日本で数少ないウクライナのバンドゥー

ラ奏者の一人として、ウクライナ民謡や日本歌曲を演奏し、数多くのメディア
に取り上げられている。祖国ウクライナと日本の架け橋となり、平和の調べを
届け続けている。

ウクライナの伝統楽器バンドゥーラ奏者・歌手

Kateryna（カテリーナ）氏

バンドゥーラ演奏

パネリスト

基調講演

パネリスト

ノル・サンパ・インドネシア(Nol Sampah Indonesia)の共同設
立者。東ジャワおよびインドネシアのいくつかの地域で、プラス
チック削減政策を奨励するためのアドボカシー活動を行うととも
に、廃棄物管理、特に廃棄物の削減と再利用に関する人々の
行動を変えるコミュニティ支援と教育を行う。
※ノル・サンパ：インドネシア語で「ごみゼロ」の意味

インドネシア/スラバヤ市のNPO法人
Nol Sampah（ノルサンパ）共同設立者

Ms.Hanie Ismail 氏
ハニィ イスメイル

1部のみ、2部のみの参加も可能です。

※当日URLは1月18日㈭までにお送りします。

※応募多数の場合は抽選

オンライン  先着500名まで

会場参加　100名

会場参加のみ　500名

※Zoomアプリをインストールしておいてください。1部 （講演）
環境へのアプローチ

2部 （コンサート）
ウクライナ～平和へのアプローチ

件名：「アジア女性会議」・お名前・メールアドレス・お電話番号・参
加希望プログラム・参加方法をご記入ください。
手話通訳・要約筆記・託児を希望される方はそちらもご記入お願いし
ます。

※スラバヤ市は北九州市の環境姉妹都市です

1部 2部

バンドゥーラについて
ウクライナの民族楽器。ツィターやリュートの特徴を併せ持ったような構造と
音色で、コサック時代を中心に目の見えない人によって演奏されていました。
本来はノスタルジックな響きを持つ楽器ですが、演奏する楽曲によって様々
な世界を作り出すことができます。

https://x.gd/ER7DS



